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◆ご長寿おめでとうございます
◆伊方町との相互交流
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赤
坂　

勝
俊（
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晴（
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久
々
江
早
智
子（
77
）

兵
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ノ
ブ（
77
）　

増
川　

博
子（
77
）

　

村
で
は
、
９
月
14
日
（
金
）
午
前
11
時

か
ら
、
75
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
を
泊

村
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
昭
和
12
年
ま
で
に
誕
生
さ

れ
た
方
で
３
９
６
名
で
す
。
最
高
齢
者
は

萬
谷　

ギ
ン
さ
ん
（
１
０
５
歳
）
で
す
。

　

当
日
は
、
バ
ス
や
車
で
送
り
迎
え
を
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
お
名
前
の
も
れ
て
い
る
方
が
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
住
民
福
祉
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
電
話
75―
２
１
３
４
）

※と　き／９月14日(金)　午前11時から
※ところ／泊村公民館

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます平成24年度

有

戸

地
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じ
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ゃ
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お
ば
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ゃ
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75
歳
以
上
の

　

お
じ
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ち
ゃ
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
敬
称
略
）

糸

泊

地
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地　
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泊村敬老会
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清
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谷　
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吉（
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）
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松
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75
）　

松
本　
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75
）

宮
谷　

陽
子（
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）

田
村　

フ
ミ（
97
）　

則
田　

幹
雄（
89
）

笹
田　

興
作（
88
）　

宮
本　

喜
惠（
88
）

蛯
子　

ツ
ヨ（
87
）　

髙
田
喜
代
子（
85
）

齋
藤
ト
キ
子（
84
）　

沼
畑　

禮
子（
84
）

野
宮　

恭
平（
84
）　

森　
　

ト
ミ（
84
）

田
島　

義
美（
83
）　

則
田　
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笹
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岸
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区

盃

５
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区

盃
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区

興
志
内
７
地
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興
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内
８
地
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臼

別

地
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茅
沼
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地
区

茅
沼
10
地
区

３ ● 広報 とまり   ２０１２年９月号 ●



西
島
　
德
子（
81
）　
藤
澤
　
敏
裕（
80
）

田
島
惠
美
子（
79
）　
納
谷
萬
里
子（
79
）

川
村
惠
美
子（
78
）　
川
村
　
勝
彦（
78
）

深
津
　
粂
蔵（
78
）　
高
谷
　
敏
雄（
76
）

對
馬
市
太
郎（
76
）　
二
村
　
　
豊（
75
）

宮
下
　
輝
一（
93
）　
福
原
　
玉
惠（
91
）

保
坂
　
嘉
雄（
91
）　
文
字
　
ス
ヱ（
90
）

小
林
　
　
勇（
87
）　
清
水
　
　
昭（
85
）

笠
巻
　
秀
子（
83
）　
三
浦
　
　
京（
83
）

宮
下
ム
ツ
ミ（
83
）　
渡
部
　
久
雄（
83
）

近
江
　
裕
利（
82
）　
葛
間
　
一
男（
82
）

齋
藤
　
京
子（
82
）　
山
本
　
賢
二（
82
）

櫻
井
　
道
子（
81
）　
清
水
　
セ
ツ（
81
）

工
藤
　
セ
ツ（
79
）　
佐
藤
　
法
子（
78
）

本
間
美
ね
子（
78
）　
葛
間
　
裕
子（
76
）

齊
藤
　
　
豪（
76
）　
山
本
多
美
子（
76
）

近
江
　
禮
子（
75
）　
栗
原
ス
ミ
子（
75
）

渡
部
　
イ
コ（
75
）

櫻
井
　
い
ち（
95
）　
滝
本
ヒ
サ
ノ（
91
）

丹
羽
ミ
チ
ノ（
91
）　
小
林
　
諒
子（
87
）

澤
口
　
勝
之（
86
）　
成
田
　
チ
ヨ（
86
）

高
綱
マ
モ
ル（
85
）　
竹
ケ
原
タ
イ
子（
84
）

澤
口
　
敬
子（
83
）　
田
家
キ
ミ
ヱ（
83
）

兼
田
　
　
茂（
82
）　
加
藤
　
ス
ミ（
81
）

会
津
　
セ
ツ（
80
）　
丹
羽
　
初
蔵（
80
）

松
井
　
準
子（
80
）　
小
山
　
利
悦（
79
）

釜
谷
　
光
良（
78
）　
高
綱
　
善
三（
78
）

田
中
　
ノ
ブ（
78
）　
西
村
　
澄
子（
78
）

小
山
　
　
壽（
77
）　
工
藤
道
津
子（
76
）

澤
口
ワ
カ
子（
76
）　
澁
田
　
信
雄（
76
）

三
浦
　
　
至（
76
）　
渡
辺
　
範
男（
76
）

釜
谷
ゆ
う
子（
75
）　
川
岸
美
津
子（
75
）

木
村
登
喜
子（
75
）

山
本
　
三
郎（
93
）　
赤
石
　
美
代（
92
）

厚
谷
キ
ク
ヱ（
92
）　
酒
井
　
ま
つ（
92
）

谷
藤
　
り
ヱ（
91
）　
綱
渕
　
ウ
メ（
89
）

小
山
田
欣
一（
87
）　
佐
々
木
キ
ミ
ヱ（
85
）

能
登
谷
芳
松（
85
）　
能
登
谷
和
子（
81
）

池
田
　
良
子（
77
）　
佐
井
ユ
メ
子（
77
）

三
橋
さ
つ
ゑ（
76
）

清
水
　
清
松（
100
）　
大
井
　
カ
ネ（
97
）

古
澤
　
ツ
ヱ（
96
）　
田
中
あ
い
子（
95
）

阿
部
ハ
ツ
エ（
92
）　
黒
坂
　
キ
ミ（
92
）

櫻
庭
　
チ
ヨ（
92
）　
保
原
ス
ゞ
ヱ（
91
）

前
川
　
福
男（
91
）　
川
端
　
ハ
ナ（
90
）

杉
野
森
キ
ミ（
90
）　
瀧
田
　
キ
ヨ（
90
）

土
門
フ
サ
子（
90
）　
川
元
千
代
秋（
89
）

山
崎
せ
い
子（
89
）　
伊
野
　
ヒ
デ（
87
）

高
石
　
榮
子（
85
）　
野
宮
喜
美
子（
84
）

町
田
　
セ
ツ（
84
）　
今
野
　
己
子（
82
）

有
田
　
一
子（
81
）　
品
田
　
法
子（
81
）

杉
田
　
義
德（
81
）　
丸
山
　
末
治（
81
）

鈴
木
　
保
信（
79
）　
木
村
　
　
悟（
77
）

山
田
　
幸
子（
76
）

萬
谷
　
ギ
ン（
105
）　
相
河
ミ
ツ
ヱ（
100
）

宮
崎
　
末
子（
100
）　
遠
藤
き
く
の（
99
）

對
馬
亀
世
英（
99
）　
北
田
ミ
ツ
エ（
96
）

髙
岡
　
ノ
ブ（
96
）　
堀
内
　
と
よ（
96
）

赤
羽
　
ス
ミ（
95
）　
工
藤
　
イ
セ（
95
）

田
中
　
經
子（
95
）　
朝
倉
　
リ
ヱ（
94
）

尾
上
　
律
子（
93
）　
末
國
ミ
サ
ヲ（
93
）

竹
内
タ
マ
ノ（
93
）　
藤
田
ミ
サ
オ（
93
）

佐
藤
　
文
子（
92
）　
梅
川
ヨ
シ
ヱ（
91
）

須
藤
ユ
キ
子（
91
）　
成
田
　
き
よ（
91
）

山
口
ハ
ル
イ（
91
）　
右
近
　
元
春（
90
）

干
場
　
ト
ミ（
90
）　
木
村
ヨ
エ
子（
88
）

工
藤
　
修
三（
88
）　
佐
々
木
キ
ミ（
88
）

佐
々
木
京
子（
88
）　
小
玉
　
カ
ツ（
86
）

酒
井
ケ
イ
子（
86
）　
大
屋
千
鶴
子（
85
）

吉
井
は
つ
ゑ（
85
）　
吉
田
キ
ヨ
ミ（
85
）

宮
下
　
正
義（
84
）　
青
山
シ
ズ
子（
82
）

田
中
　
リ
ソ（
82
）　
秋
山
　
照
勝（
81
）

田
中
　
一
男（
81
）　
北
畠
　
リ
ヱ（
80
）

山
崎
リ
ツ
子（
80
）　
熊
谷
　
邦
乎（
78
）

柴
田
　
悌
子（
78
）　
菊
地
　
文
子（
76
）

齊
藤
　
雅
子（
76
）　
古
田
　
鶴
見（
76
）

渡
辺
　
恭
子（
76
）

堀

株

地

区

む
つ
み
荘(

養
護)

む
つ
み
荘(

特
養)

炭

鉱

地

区

渋

井

地

区
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泊村泊村

愛媛県・伊方町愛媛県・伊方町

　

姉
妹
町
村
の
愛
媛
県
伊
方
町
か
ら
、

小
学
６
年
生
37
名
の
子
供
親
善
大
使
が

本
村
を
訪
れ
、
本
村
の
小
学
６
年
生
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

泊
村
公
民
館
で
の
歓
迎
式
典
で
は
、

牧
野
村
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
終

了
後
は
「
泊
小
学
校
」
の
校
内
見
学
後
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、「
泊
村
ア
イ
ス
セ

ン
タ
ー
」
で
ス
ケ
ー
ト
体
験
を
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
後
、「
カ
ブ
ト

ラ
イ
ン
パ
ー
ク
」
で
昼
食
の
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
運
動
し
た
り
、
昼
食
を
食

べ
た
り
し
て
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て

楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

姉
妹
町
村
の
愛
媛
県
伊
方
町
か
ら
、

小
学
６
年
生
37
名
の
子
供
親
善
大
使
が

本
村
を
訪
れ
、
本
村
の
小
学
６
年
生
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

泊
村
公
民
館
で
の
歓
迎
式
典
で
は
、

牧
野
村
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
終

了
後
は
「
泊
小
学
校
」
の
校
内
見
学
後
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、「
泊
村
ア
イ
ス
セ

ン
タ
ー
」
で
ス
ケ
ー
ト
体
験
を
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
後
、「
カ
ブ
ト

ラ
イ
ン
パ
ー
ク
」
で
昼
食
の
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
運
動
し
た
り
、
昼
食
を
食

べ
た
り
し
て
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て

楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

泊
小
学
校
６
年
生
18
名

が
親
善
大
使
と
し
て
伊
方

町
を
訪
れ
、
地
元
の
子
供

た
ち
と
の
交
流
や
、
ハ
ウ

ス
中
で
の
み
か
ん
狩
り
な
ど
、
伊
方

町
を
は
じ
め
四
国
・
中
国
地
方
の
歴

史
や
文
化
・
自
然
な
ど
を
学
び
、
見

聞
を
広
め
て
き
ま
し
た
。
泊
村
の
子

達
が
、
北
海
道
外
の
地
域
で
の
交
流

体
験
を
通
し
て
、
地
域
に
根
付
く
人

材
と
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

友
情
・
歴
史
・
平
和
の
大
切

さ
を
学
ん
で
き
ま
し
た

き
な
は
い
や

伊
方
ま
つ
り
２
０
１
２

愛
媛
県
伊
方
町
子
供

親
善
大
使
来
村

愛
媛
県
伊
方
町
と
の
相
互
交
流

愛
媛
県
伊
方
町
と
の
相
互
交
流

　

姉
妹
縁
組
を
結
ん
で

い
る
伊
方
町
の
イ
ベ
ン

ト
「
き
な
は
い
や
伊
方

ま
つ
り
２
０
１
２
」
に
参
加
し
、
村

の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
伊
方
町

の
み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　

気
温
30
度
を
軽
く
越
す
中
、
伊
方

町
の
皆
さ
ん
に
イ
カ
・
ホ
タ
テ
焼
き

等
を
提
供
し
ま
し
た
。

８
２

7
29

７ 28
 ～31

歓迎式典（泊村公民館）歓迎式典（泊村公民館）

カブトラインパークでみんなで昼食カブトラインパークでみんなで昼食

プレゼント交換プレゼント交換

泊村アイスセンター「とまリンク」で
スケート体験

泊村アイスセンター「とまリンク」で
スケート体験

泊村アイスセンター「とまリンク」で
スケート体験

泊村アイスセンター「とまリンク」で
スケート体験

泊小体育館でドッジボール大会泊小体育館でドッジボール大会
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　今年も、鰊御殿とまりの写生会が行われました。
小学生達は、間近にみる鰊御殿に目を輝かせながら、
熱心にクレヨンをはしらせ、すばらしい鰊御殿を書
いていました。

　泊村アイスセンターとまリンクで練習に励んでい
る泊ブルーマリンシャークス（団員16人）を対象に、
アイスホッケー教室が開催されました。指導にあた
ったのは、何度も日本一に輝いている実業団チーム
の王子イーグルス。アイスセンター内の寒さも吹き
飛ばすほどの選手たちの熱心な指導に、参加した小
学生は少しでもその技術を身につけようと、繰り返
し練習に取り組んでいました。泊ブルーマリンシャ
ークス初のプロ選手、橋本　僚さん（岩内町出身）
も教室に駆けつけてくださいました。

　とまり保育所で七夕まつりが行われました。子ど
もたちは、元気に七夕の歌を歌ったり、お遊戯を楽
しみました。自分の願い事が書かれた短冊が笹竹に
飾りつけされ、「トラックのうんてんしゅになりた
い」「いっぱいメロンがたべたい」など、かわいい願
い事が書かれていました。願いが叶うといいですね。

８
１

ニ コニ コ 元気ニコニコ トピックストピックス村海海日日 本本 ニ コニ コ 元気気元気ニコニコ トピックストピックス村村村
王子イーグルス選手が来村、
泊ブルーマリンシャークス
児童が技学ぶ

８
７

とまり保育所
七夕まつり

鰊御殿とまりの写生会
が行われました

８
４・５

　小学４年生（Ｕ-10）と５年生（Ｕ-11）でのサッ
カー交流大会が、泊村商工会とほくでんスポーツフ
ィールズ主催で、岩内町のサッカー場でカテゴリー
別に２日間の日程で開催されました。後志管内や札
幌から24のスポーツ少年団から約370人の参加があ
り、試合後は泊村の民宿や旅館に宿泊して頂きまし
た。大会中にはバーベキューやスイカ割りなどのア
トラクション等が開催され、会場はとても盛り上が
りました。

第２回泊村サッカー交流大会

Ｕ-10大会８/９～10 Ｕ-11大会８/11～12

▲ 選手宣誓する
阿部　晴起くん
（泊小４年生） ▲おめかしした

年長ゆり組さん
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資源ゴミの収集について資源ゴミの収集について
　資源ゴミの収集につきましては、皆様のご協力により収集量も年々増加傾向にあります。
　しかし、残念なことにせっかく洗って出されたペットボトルや缶も水滴が付いていて資源ゴミとして出され
ず、燃やせないゴミとして処理されている物が見られます。
　ペットボトルや缶などの資源ゴミは、水滴がなくなるまで
乾かし出して下さい。
　また、洗わずに燃やせないゴミとして出されている方も
見られますので、ご面倒ではありますが、子孫のために
少しでもゴミを減らしていくよう、資源ゴミの収集に、
村民皆様のご協力を宜しくお願い致します。

　泊村公民館周辺会場で泊村長杯グランドゴルフ大会、
とまりカブトラインパークゴルフ場で泊村長杯パーク
ゴルフ大会が開催されました。大会には、多数の方が
参加し、開会式では、村長から「日頃の練習の成果を
発揮し優勝目指して頑張ってください。」とエールが
送られました。
　この日は絶好のゴルフ日和で、参加者はお互いのプ
レーに拍手を送ったり、会話を楽しみながら交流を深
めていました。
　また、数々の賞も用意され、皆さん日頃の腕前を発
揮し、ゴルフを楽しんでいました。

第17回泊村長杯グランドゴルフ大会　
第14回泊村長杯パークゴルフ大会　

８
19

 パークゴルフ（敬称略）
女性の部
１位　石村　洋子
２位　赤坂　洋子
３位　北村　優子

 グランドゴルフ（敬称略）
女性の部
１位　赤坂　洋子
２位　北村　優子
３位　三島芙美子

　小学生11名が参加し、夏休み恒例となった「鰊
御殿とまり宿泊体験」が行われました。
　扇子作り教室からスタートし、その後、夕食の食
材の買い出し、ご飯の用意、食材の下ごしらえを行い、
バーベキューを食べました。夜は花火をして楽しく
過ごし、歴史ある「鰊御殿とまり」でみんなで宿泊。
　普段の生活では経験できない色々なことを体験す
ることが出来、充実した２日間を過ごすことが出来
ました。

親子少年少女
カルチャー教室
鰊御殿とまり宿泊体験

８ 18～19

男性の部
１位　小林　勇悦
２位　伊勢　秀勝
３位　丹羽　初蔵

男性の部
１位　丹羽　　隆
２位　伊勢　秀勝
３位　寺井二三男
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腸管出血性大腸菌による食中毒及び感染症の予防について

もいわ荘からのお知らせ

　気温の高くなる夏から初秋にかけてはO157 などの腸管出血性大腸菌感染症の発生しやすい季節です。
　道内においても、例年、多数の腸管出血性大腸菌感染症が確認されています。
　腸管出血性大腸菌感染症の予防ポイントは、手洗いの徹底や食品の衛生的な取扱いですので、次の対策
を確実に実施し、感染を予防しましょう。

・調理や食事の前、用便後、動物とふれあった後などには手を洗うこと
・調理の際に生肉を取り扱った後は、手を洗うとともに、包丁、まな板などを消毒すること
・加熱調理の際は、中心部まで 75℃以上で 1分間以上加熱すること
・加熱調理後の食品や冷蔵保存が必要な食品は、冷蔵庫で保管し、室温で放置しないこと
・サラダなど加熱調理を要しない食品の原材料は十分に洗浄するとともに、必要に応じて殺菌すること
・調理従事者の健康管理に十分に注意を払うこと
・下痢症状のある者の便を処理するときは、便を素手で触れないようにし、処理後は手を洗うとともに、
　汚染した可能性のある場所は消毒すること
・下痢症状のある者の入浴は、できるだけ浴槽につからずシャワーなどを使い、他の家族と一緒に入る
　ことを避け、順番は最後にすること
・血便等の症状があった場合には速やかに医療機関を受診すること

　国民宿舎もいわ荘は昭和 39 年の開業以来、平成６年に老朽化した施設をリニューアルして営業してま
いりましたが、改築後 19 年が経過し、施設内設備の老朽化に加え、経済情勢や社会情勢が急激に変化し
たことなどから、年々利用者の減少が進み、厳しい経営を迫られてまいりました。
　赤字による一般会計からの持ち出しも年々増加の一途をたどっていることから、経営を一新するべく検
討を進めてまいりましたが、10月からは宿泊業務を停止することといたしました。
　今後は運営の民間委託も含めて検討してまいります。
　なお、日帰り入浴とレストランについては、引き続き営業を継続いたしますが、営業時間は次のとおり
とさせていただきます。

　

　

　
　
　なお、マイクロバスで送迎している地区ごと
の老人入浴につきましては、これまでどおりに
継続してまいります。期日は村広報の折り込み
等でご確認ください。

予　防　方　法

日帰り入浴
（受付時間）　12：00～ 19：00
（入浴時間）　12：00～ 20：00

レストラン　
12：00～ 14：00（昼の部）
17：00～ 19：00（夜の部）

営　業　時　間

不明な点がありましたら、もいわ荘TEL 75-2321まで、お問い合わせください。
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■泊発電所１号機
（定格電気出力57万９千キロワット）
・第17回定期検査中期間：平成23年４月22日～

・第16回定期検査中期間：平成23年８月26日～

■泊発電所２号機
（定格電気出力57万９千キロワット）

・第２回定期検査中期間：平成24年５月５日～

■泊発電所３号機
（定格電気出力91万２千キロワット）

泊発電所の状況泊発電所の状況

※P９は平成24年度広報・安全等対策交付金事業により作成しております。

　村では、消防庁などが発信した緊急情報を速やかに住民の方々へお知らせするため、全国瞬時警戒シス
テム（Ｊアラート）を運用しています。
　このシステムを活用した試験放送を全国一斉に行います。
　試験日に告知放送が最大音量で流れますが、お間違いのない

ようご注意願います。

◆試験日/９月12日（水）午前10時、午前10時30分
　お問い合わせ　役場企画振興課　TEL 75-2877

J アラートの試験放送を行います

　８月から９月にかけては、１年で最も台風の発生・接近・上陸が多くなる時期です。統計によると、年
間でおよそ 26 個の台風が発生し、そのうち、およそ 11 個が日本に接近します。北海道への台風の接近数
はおよそ２個で本州に比べると少ないですが、強い勢力を保ったまま接近・上陸することもあります。
　台風による災害は、主に暴風・大雨・高潮・高波によるものです。
　気象庁では、台風が接近し、災害のおそれがある場合には、警報や気象情報を発表し、警戒を呼びかけます。
　テレビやラジオ、気象庁のホームページなどで最新の気象情報をチェックして台風接近に備えてください。

台風による災害から身を守るために、次のことに注意しましょう。

【台風が接近する前】
　□避難場所、避難場所までの経路や危険な場所を家族で確認しておく。
　□屋外の植木など飛散しそうなものは、屋内に片付けておく。
　□大雨による浸水や土砂災害の危険があるので、低い土地や
　　斜面のそばにいる方は早めの避難を検討する。
　□高潮による浸水や高波が岸壁を越えてくるなどの危険がある
　　ので、海岸付近にいる方は早めの避難を検討する。
【台風が接近して大雨や暴風の影響を受け始めた時】
　□なるべく外出は避ける。
　□地元市町村からの避難指示や避難勧告などのお知らせに注意する。
　　自ら危険を感じたら屋内の安全な場所に移動または避難する。
　□アンテナなどの補修のために屋根に上ることは絶対にしない。
　□増水した川や高波が打ち寄せる海岸や防波堤には絶対に近づかない。

　お問い合わせ　札幌管区気象台天気相談所　TEL（011）611-0170

「台風に備えて」
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　泊村主催による泊村戦没者追悼式が、８月17日（金）、
ご遺族をはじめ多数の来賓が列席する中、泊村公民館で厳
かに執り行われました。
　はじめに白い菊に飾られた祭壇を前に参列者全員が起立
して黙祷を捧げ、牧野泊村長からの式辞、つづいて北海道
知事（代理）、宇留間泊村議会議長から追悼の言葉をいた
だいた後、戦没者の御芳名が読み上げられ、参列者一人ひ
とりが62柱の英霊に献花し、今後は決してあの悲惨な戦
争の歴史を繰り返すことがないようにと、平和への誓いを
新たにしていました。
　最後に遺族を代表して、泊村遺族会の小林慶三郎会長の謝辞があり閉式いたしました。

平成24年度　泊村戦没者追悼式平成24年度　泊村戦没者追悼式
～　戦没者を追悼し平和を祈念　～

　平成20年10月１日から３年11カ月余、副村長として努めてきた田村義人氏の退任式が、８月10日（金）、
役場大会議室にて行われました。
　牧野村長は、「副村長として、３年11カ月余り、本村の行政発展のため尽力されてきたことに感謝申し上
げます。今後におかれましても、村政に対し、そのお力をお貸しいただきたい。」とあいさつしました。
　退任式で田村氏は、「みなさんのおかげで、役場職員として42年間仕事ができました。」とあいさつしま
した。
　田村氏は、これまでの労をねぎらう多くの職員の拍手を受け、花束を手に役場をあとにしました。

田村義人副村長　退任式

職員より花束をもらい、拍手を受ける田村副村長職員より花束をもらい、拍手を受ける田村副村長

　８月22日（水）役場大会議室で、一般財団法人北海道電気
保安協会と村が、災害時協力協定を締結しました。
　これは、大規模災害時が発生した場合や、発生する恐れが
ある場合に同協会が村からの要請に対し、公共施設の電力復
旧作業や必要な書類、応急対策などに協力するものです。
　この日は、大内　全理事長が役場を訪れ、牧野村長と協定
書を取り交わしました。
　村長は、今回の協定締結に、「村民の安心・安全のために、
ご協力を頂きありがたい。」と話しました。

万が一の場合の備えて　一般財団法人北海道電気保安協会と村が災害時協力協定
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　９月11日は、「警察相談の日」です。
　警察では、身の回りにおける出来事で、生活の安全等
に関する幅広い相談に応じています。
　また、警察業務についての要望・意見も受けています。
　緊急の事件・事故以外の相談については、短縮ダイヤ
ル「#9110」（警察相専用電話）へご連絡下さい。
　ダイヤル回線電話、IP電話等「#9110」でつながら
ない場合は、次の番号にかけて下さい。
○北海道警察本部　TEL 011－241－9110

警察相談専用電話（#９１１０）
の利用促進について

警察相談専用電話（#９１１０）
の利用促進について くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板

役場　☎75～２０２１

戦後海外から引き揚げて
来られた方々へ

戦後海外から引き揚げて
来られた方々へ

お問い合わせ
・函館税関小樽税関支署
　　〒047-0007 小樽市港町５番２号　小樽地方合同庁舎
　　TEL：0134－23－4163
・函館税関ホームページ
　http://www.customs.go.jp/hakodate/

　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々か
らお預かり致しました、約87万件の下記のような未返
還の保管証券類をお返ししております。

　返還の請求はご本人だけでなくご家族の方々でも構
いません。『もしかしたら家にも…』とお気付きの方は、
お気軽に最寄の税関までお問い合わせ下さい。

◎終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上
陸地の税関、海運局に預けられた通貨･証券。　

◎帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、
満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）にあった在
外公館、日本人自治会に預けられた通貨・証券等
のうち日本に返還されたもの。

【保管証券類とは…】
税関が保管している通貨･証券類には、携帯輸入が禁止され
た一定額を越えたものについて上陸港で引揚者から税関が
預かった『上陸港扱いの保管物件』。外地からの引き揚げの際、
在外公館又は日本人自治会へ寄託され、最終的に税関に移
管された『外地扱いの保管物件』があります。

〈日　　時〉　平成24年10月６日（土）
　　　　　　午前10時から午後４時まで
〈場　　所〉　小樽公証役場
　　　　　　（小樽市色内１丁目９番１号　松田ビル１階）
　　　　　　※旧日本銀行小樽支店の真向かい
〈担　　当〉　公証人　三上　隆司
〈相談事項〉　離婚、相続等の身近な法律問題をはじめ、

金銭や土地建物の賃借問題、任意後見契約
等のあり方及び遺言の作成方法などについ
て相談に応じます。

※公証人１人による対応となりますので、予約（電話・
FAX 0134－22－4530）をお願いします。

　なお、平日における無料相談は、通年実施しています。

公証人による無料法律
相談会の開催について
公証人による無料法律
相談会の開催について

　私が配属されている電力事業課の主な仕事は、電源地域の振興対策業務・電源立地地域対策交付金関連
業務・電力の需給対策業務などを行っています。特に電源地域の振興対策業務として、岩宇４ヵ町村との
信頼関係をより強化していこうという思いを大切にしている課です。
　そのため、岩宇４ヵ町村で行われている、沖揚げまつり・
群来まつり・怒濤まつり・かかしまつりなどの行事やイ
ベントには、課の職員はもちろん、関係職員が積極的に
足を運んで、地元との交流を図っています。
　また、イベント以外でも随時、各町村を訪問させて頂
いて、地域の情勢や地域振興に関する要望などの把握に
努めています。今後も、皆さんのお声に耳を傾けながら、
岩宇４ヵ町村の活性化に向けて取り組んで参りますので、
よろしくお願いします。
　
　北海道経済産業局　行政事務研修員　斉藤　肇

岩宇４ヵ町村のイベントへの参加～遣　札　使　記　～岩宇４ヵ町村のイベントへの参加～
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◆10月開催パソコン教室
　講座名　「ワード応用講座」
　時　間　14：00～16：00
　内　容　チラシや地図、誕生日カードなど様々な作品

づくりを行います。
　
　講座名　「ワード基礎講座」
　時　間　18：30～20：30
　内　容　文字入力から用紙サイズの設定、表作成やイ

ラスト挿入など基本操作から学びます。
　
〈共通内容〉
　日にち　10月２･５･９･12･16･19･23･26日　計８日間
　受講料　12,000円（テキスト代込み）
　定　員　10名（先着順とさせていただきます）
　　　　　※なお、３名以下の場合は中止となる場合が
　　　　　　ございます。
　備　考　11月以降の講座についてはお問合わせ下さい。

◆調剤薬局事務講座
　講座名　「調剤薬局事務講座」
　日　程　10月14･21･28日 11月４日 毎週日曜日･４日間
　時　間　10：00～16：00（１日５時間）
　内　容　医療保険制度のしくみから薬の基礎知識・調

剤レセプトの作成まで実務に必要な知識を学
習します。

　対象者　15歳以上
　受講料　大人40,000円　高校生35,000円
　定　員　20名（最低人員５名・定員になり次第募集終了）
　締切り　９月28日（金）17：00まで
　場　所　岩内地域人材開発センター
　試　験　11月24日（土）10：00～12：00
　　　　　岩内地域人材開発センター
　　　　　実技：調剤レセプトの点検１問・作成２問
　　　　　学科：筆記（択一式マークシート）10問
　　　　　※実技・学科ともに教材や計算機の持込が可能
　　　　　検定料　5,000円

受講生募集のお知らせ受講生募集のお知らせ

お問い合わせ

・岩内地域人材開発センター

　岩内町字東山８番地の16　TEL　0135－62－2183

【期間】平成24年９月24日（月）～
　　　　平成24年９月30日（日）
【趣旨】厚生労働省では、毎年９月24日から30日までの
１週間を「結核予防週間」と定めて、国民に対し結核に関
する正しい知識の普及啓発に努めることとしております。

　今は、医療や生活水
準により、薬を飲めば
完治できる時代です。
　しかし、過去の病気
と思っていたら大きな間違いです。
　全国では毎年２万３千人の人が結核患者として登録さ
れ、毎年約２千人の人が結核で命を落としている日本の
重大な感染症なのです。

結核予防
週間
結核予防
週間

結核は、「現代」の病気

　結核の初期症状は、風邪とよく似ています。せきやタ
ンが２週間以上続いたら、結核を疑って早めに医療機関
を受診してください。
○せきやタンが２週間以上続く
○発熱が２週間以上続く
○からだがだるい
○急に体重が減る

こんなときは病院へ

　結核は、免疫力の低下などで発症を引き起こすので、普
段から健康的な生活を心がけ、免疫力を高めておきましょう。
○睡眠時間を十分にとる
○適度に運動をする
○好き嫌いをせず、バランスのとれた食事をする

結核の予防

　抵抗力の弱い赤ちゃんは、結核に感染すると重症になり
やすく、生命を危うくすることすらあります。
　予防するためには、BCG接種が有効です。
　一生のうち一度だけの機会です。生後６ヶ月までに受け
ましょう。（各町村実施）

BCG接種を受けましょう

国内の結核 （平成23年）

結核新登録患者数

結 核 死 亡 数

22,681人

2,162人

結核新登録患者数の推移 （人）

年
H19
H20
H21
H22
H23

全　国
25,311
24,760
24,170
23,261
22,681

全　道
747
687
676
685
623

倶知安保健所
10
12
4
7
2

岩内保健所
9
4
6
2
7

お問い合わせ

・役場住民福祉課
　　TEL 75－2134
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　北海道財務局では、消費者金融やクレジットの利用に
より、高額な借金を抱え、お悩みの方々からの相談を受
け付け、解決方法をご案内しております。
　また、金融商品・サービスに係わるご相談や、ヤミ金融、
未公開株等の存在の情報、不正利用口座の情報提供もお
受けしております。
　今般、下記の日程で多重債務および金融サービスにつ
いての巡回相談を実施致しますので、一人で悩まず専門
相談員にお話をお聴かせください。　
日時：９月19日(水)　午前９時～午前12時
　　　９月19日(水)　午後３時30分～午後５時
　　　９月20日(木)　午前９時～午後５時
会場：小樽地方合同庁舎３階　第１会議室
　　　（住所：小樽市港町５番２号）
電話：北海道財務局　直通
　　　多重債務者相談窓口　011－807－5144
　　　金融ほっとライン　　011－807－5145
　　　予約受付　平日　午前９時～午後５時
　　　（ご相談予約、お問い合わせは開催日前日までに
　　　お願いします）
主催：北海道財務局・北海道財務局小樽出張所　
•借金のご相談について
　１．秘密は厳守いたします。
　２．できる限りお借入れに関する次の資料をご用意願

います。
　　①契約書写し　②利用代金請求書　③取引明細及び

領収書　④住宅ローン、オートローン、教育ローン
のある方はお借り入れの資料

•なお、当日お越しいただけない方につきましても、北
海道財務局常設窓口においてご相談を受け付けており
ますので、お気軽にご相談ください。多重債務者相談
窓口（011－807－5144）　金融ほっとライン（011
－807－5145）

多重債務・金融サービス無料巡回相談
（小樽会場）の実施について

多重債務・金融サービス無料巡回相談
（小樽会場）の実施について

診療時間
９時～17時まで９月の

救急当番医
９月２日(日)

　　９日(日)

　　16日(日)

　　17日(月)

　　22日(土)

　　23日(日)

　　30日(日)

お問い合わせ
岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

■受入停止日　９月24日(月)■■受入停止日　９月24日(月)■

不燃（粗大含む）
ごみ受入停止日
不燃（粗大含む）
ごみ受入停止日

不燃(粗大含む)
ごみ受入停止の
お知らせ

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

９　月

・事前予約制

・予約受付

　　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

・☎0135-62-8373

９月の相談日程９月の相談日程

12日（水）５日（水） 19日（水）26日（水）

年金事務相談所開設日程年金事務相談所開設日程

・岩内町　

　岩内地方文化センター

・開設時間は10：00～15：30

　とし、事前予約制です

・予約受付　小樽年金事務所お客様相談係

　　　　　　　TEL 0134－65－5002

■平成24年９月20日（木）

敬老の日

秋分の日

平成25年３・４月入隊の
自衛官及び学生を募集します
平成25年３・４月入隊の

自衛官及び学生を募集します

お問い合わせ

・倶知安地域事務所
　倶知安町南３条東１丁目
　TEL 0136－23－3540
・役場担当窓口
・自衛官募集相談員
　安藤　徳久　TEL 75－2300

募集種目
防衛大学校
学　　　生
一般(前期)

高卒(見込含)
21歳未満の者

高卒(見込含)
21歳未満の者
高卒(見込含)
24歳未満の者

９月３日～
　10月１日

９月３日～
　10月１日

９月３日～
　10月１日

1次10月27日・28日
2次12月５日～７日
1次10月20日
2次11月17日・18日

1次11月10日・11日
2次12月11日～15日

防 衛 医 科
大学校学生

看 護 学 生

受 験 資 格 受付期間 試　験　日

万代クリニック

発足診療所

大井内科消化器科医院

前田医院

小林整形外科医院

岩内協会病院

岩内大浜医院

☎ ６１－２１３３

☎ ７４－３００９

☎ ６２－０９８６

☎ ６２－１２９３

☎ ６２－３４５１

☎ ６２－１０２１

☎ ６１－２０８１
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前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

全国統一防火標語　　消すまでは　出ない行かない　離れない

再生紙を使用しています

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口
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デイ・ライト
(昼間点灯)

通年
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昼間点灯
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運動実施中！
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８
月
９
日
死
亡

 (

　
泊
　) 

中
村
　
武
治
さ
ん
　
87
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
17
日
死
亡

 (

　
泊
　) 

工
藤
　
リ
ヱ
さ
ん
　
94
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
18
日
死
亡

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

【
出
生
】

（
滝
の
澗
）
山
本
　
心
音
ち
ゃ
ん

　
　
　
８
月
７
日
出
生
　
父
　
将
志
さ
ん

こ
こ
ね

小
林
ヒ
ロ
子

　

賑
わ
い
し
墓
参
の
車
音
絶
え
て
イ
タ
ド
リ
の
葉
は
赤
く
枯
れ
ゆ
く

立
花　

孝
子

　

サ
ー
カ
ス
を
列
に
並
び
観
る
現
代
っ
子
と
半
世
紀
前
の
記
憶
を
た
ぐ
り
て

沙　

羅

　

年
金
は
我
が
生
活
の
日
々
の
糧
受
け
と
る
額
は
生
保
よ
り
低
き

明
希
子　

　

「
お
い
し
い
ね
」
冷
た
き
麺
を
す
す
り
つ
つ
今
日
終
戰
日
平
和
な
食
事

芳　

扇

　

日
に
い
く
ど
も
汗
に
濡
れ
た
る
肌
着
替
え
ひ
た
す
ら
秋
の
涼
風
を
恋
ふ

無
名
女

　

盆
参
り
手
を
あ
わ
す
我
れ
妹
弟
も
そ
れ
ぞ
れ
に
団
塊
の
齢
と
な
る

吉
田
智
恵
子

　

供
養
花
摘
み
と
る
手
も
露
お
つ
る
吾
子
の
涙
か
我
が
涙
粒
か

赤
坂
明
希
子

　

手
み
や
げ
の
紺
の
団
扇
を
背
景
に
半
夏
生
い
け
は
な
れ
て
な
が
む

は
ん　

げ　

し
ょ
う

と
し

ま
い

財
務
省 

給
料
上
げ
る 

消
費
税 

 

　
　
　
　

泊 

海 

山

夏
の
夜
に　

涼
し
さ
誘
う　

心
太　
　
　
　

泊 

海 

山

内
院
の 

う
ち
敷
色
も 

夏
の
綾　
　
　
　

 
 

武
井 

和
子

日
焼
顔 

ま
あ
ー
ま
一
言 

イ
カ
魚
師　
　
　

武
井 

和
子

と
こ
ろ
て
ん

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

短　

歌

(

390)

俳　

句
・
川　

柳　


